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第3回 DENTOサポートプログラム
募集要項（２０２６年度）

伝統を未来に繋ぐ

「D E N TO - 伝燈」の活動

次世代の職人・作家を受け入れ伝統技術を継承していくことに意欲がある

法人・個人・団体（任意団体含む）を対象とした支援プログラム。

伝統工芸に関わる法人・個人・団体等による

「次世代の工芸」に相応しい商品・作品を支援。 

伝統工芸に関わる法人・個人・団体（任意団体含む） により

新商品の開発アイデアを支援。

工芸アワード（商品・作品） クリエイティヴ・アワード（新商品アイデア）

日本には職人たちが長い年月をかけて育んできた、世界に誇る伝統工芸の文化があります。しかしながら近年の生活様式の変化によってその需要は大きく失われ、後継者不

足もあって、今その存続が危機にさらされています。 

私たちは、この日本の伝統工芸の文化を今一度活性化させ、未来に継承していくことを目的として、株式会社DENTO（京都市右京区、代表取締役アヴィ・ルガシ）を設立し、

特別な旅行体験を求める海外の富裕層インバウンド観光客向けにユニークな体験を提案するクラフト・ツーリズム事業「DENTO-伝燈」を展開しています。 

これにより、旅行者は伝統工芸の職人たちに直接会って話すことができると共に、その商品を購入することによって職人たちを支える活動に参加することにもなります。こうし

た社会貢献の要素を含む旅行全般を「サポートツーリズム」として定義し、旅行事業収益の一部を更に、特定非営利活動法人DENTOに投資する事を通じて日本の伝統工芸

の担い手を奨励、支援することを目的に、2024年より「DENTOサポートプログラム」を実施しており、本年度は第3回として、下記の内容で支援を行います。

DENTOサポートプログラム 

DENTOアワーズ

審査員

アヴィ・ルガシ

株式会社 日本の窓
Windows To Japan 

代表取締役

支援件数・金額：　月額上限15万円 × 最長1年（12ヶ月）

最大180万円 × 5件

齋藤 峰明

シーナリー・
インターナショナル

代表

西堀 耕太郎

2 0 2 6 年度募集要項

株式会社 日𠮷屋
株式会社 TCI研究所 

代表取締役

支援件数・金額： 一般工芸品部門 ／ 30万円 ×１件 支援件数・金額： 30万円 ×１件
（工芸の種別や国・府県・市町村等の認定等の制限無し）

若手職人支援（弟子育成）プログラム 

第3回募集要項の詳細は、2026年秋頃に
ホームページにてご案内予定です。
また、オンライン説明会も実施いたしますので、
ぜひご参加ください。

※状況により、時期が前後する
可能性がございます
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〒615-0092  京都府京都市右京区山ノ内宮脇町15-1 クエスト御池２F

E-mail： dentoinfo2021@gmail.com

第3回募集要項の詳細は、2026年秋頃に

右記QRコードのページにてご案内予定です。

また、オンライン説明会も実施いたしますので、

ぜひご参加ください。

（状況により、時期が前後する可能性がございます）

伝統を未来に繋ぐ

お問い合わせ： 特定非営利活動法人DENTO事務局

有栖川織物有限会社

日本の伝統工芸は、優れた技術と美意識を持ちながらも、担い手不足という課題に直面しています。

特定非営利活動法人DENTOは、その継承と発展を支えるため、2024年に「DENTOサポートプログラム」を開始。

若手職人の育成や商品開発、新たなアイデアの発掘を通じて、全国の工芸事業者の挑戦を後押ししています。

【 特別支援プログラム 】

能登半島地震被災伝統工芸団体に対する支援
・ 珠洲焼創炎会
・ 輪島商工会議所
・ 高澤ろうそく

【 若手職人支援（弟子育成）プログラム 】

・ 株式会社 金剛組
・ 有限会社 中村ローソク
・ 有限会社 南條工房

株式会社 金剛組 有限会社 中村ローソク 有限会社 南條工房

須佐真 MORI KOUGEI

【 DENTOアワーズ 】

工芸アワード／商品・作品

・ 須佐真
・ MORI KOUGEI

【 若手職人支援（弟子育成）プログラム 】 西村圭功漆工房 

【 DENTOアワーズ 】

工芸アワード／商品・作品 有栖川織物有限会社
工芸アワード／新商品アイデア KORI ANRI JAPAN

西村圭功漆工房
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KORI ANRI JAPAN

第2回となる2025年は、宮大工や和蝋燭、仏具など、文化を支える技術の継承に向き合う活動に加え、

工芸の可能性が広がりを見せていることに期待を寄せるべく、伝統と現代を融合した新たな表現も評価されました。

初年度は、技術継承の仕組みづくりや現代的なプロダクト開発、素材の可能性に挑む取り組みを支援。

あわせて、能登半島地震で被災した産地への支援も行いました。

Awarded in

2025

Awarded in

2024

DENTOは、伝統を単に保存するのではなく、時代の変化の中で新たな価値へと再構築しながら、未来へ繋いでいくことを目指しています。

これからも職人や工芸事業者の方々の挑戦に寄り添い、育成・発信・新規創造といった多面的な支援を継続していきます。

2024年度受賞者

2025年度受賞者


